
酪農学部酪農学科は1960年に180名の入
学者で発足して以来、これまでに7,417名
（2002年５月現在）の卒業生を輩出してお

ります。日ごろから酪農学科の卒業生のみならず、多くの同
窓生に心からのご支援を賜っておりますことを深く感謝申し
上げます。現在、学科には合計748名（2002年10月）の学生
が在学し、教員は17名であります。以前は、教員が研究室に
所属する研究室体制をとっておりましたが、1994年からは専
門分野の単位である植物生産システム、動物生産システムお
よび環境情報システムに分かれ、さらに各教員の専攻名を付
けた３システム17専攻の体制になっております。
酪農学科の歴史の中で多くの教職員が着任、他学科への移

行または退任されております。詳しくは酪農学園大学開学20

RAKUNO  GAKUEN  UNIVERS ITY

1

酪農学園大学同窓会校友会会報・第９号

4

酪農学園大学同窓会校友会会報・第９号

第　９　号
２００３年１月１５日

編集・発行

酪農学園大学同窓会
校友会会報編集委員会
〒069－8501  江別市文京台緑町582

同窓生会館内
1（011）386－1196
FAX（011）386－5987
E-mail rg-dosok@rakuno.ac.jp

校友会会報�

同窓生の皆様、ごきげん如何でしょうか。
各々の分野でお元気にご活躍のことと存じ
ます。既にご承知のように、大学は今大変

な時代を迎えておりますが、研究と教育の社会的使命を果た
すべく我々教員一同懸命に努力いたしております。お陰様で、
2003年には農業経済学科開設40周年を迎えることになりまし
た。同窓生皆様のお力添えの賜物と感謝申し上げると共に、
時間の経過の速さに感無量の気持ちでおります。40年も経ち
ますと、教員の顔ぶれも多々出入りがあったのですが、現在
は14名のスタッフが学科を構成しております。そのような中
で皆様に是非お知らせしたいことは、大谷俊昭先生が学科開
設以来始めて大学学長に就任されたことです。我々一同大変
嬉しく思うと同時に、このような厳しい時代ですので、しっ
かりと支えていかなければと気を引き締めている次第です。
既に大学を去られた先生方につきまして、情報が得られた範
囲で近況を報告いたします。定年退職された桜井豊先生は自
宅で療養されながら静かな日々をお過ごしとのこと、五十嵐
涼二先生、今岡久人先生もお元気でお過ごしとのことです。
荒田善之先生は茨城県で悠々自適の生活です。また、他大学
へ転出された渡辺基（現在八戸大学）、三島徳三（同北海道
大学）、大高全洋（同山形大学）、寺内光宏（同東京農業大学）、
泉谷眞実（同弘前大学）の各先生は益々お元気で、中原准一
先生は本学の環境システム学部の教授としてご活躍中です。
悲しい出来事もありました。岩井正敏先生が在職中に死去さ
れたのは1986年でしたが、その後久米小十郎先生、三田保正
先生、岩元典一先生が定年退職後に亡くなられました。2002
年には学科発足時に学科長を務められた中曽根徳二先生が逝
去されました。私達教職員一同は喜びを共有し、悲しみを乗り
越えて努力する所存ですので、これからの厳しい時代、同窓生
の皆様の心強いご支援を心よりお願い申し上げる次第です。

周年の記念史（1980）および酪農学園大学40周年の記念誌
（2001）に掲載されておりますが、主な動きとしては、まず
1988年の食品科学科新設に伴い、安藤功一（乳製品製造学）、
鮫島邦彦、山本克彦（肉製品製造学）、塩見徳夫、小野寺秀
一（食品栄養化学）および菊地政則（農業微生物学）の６先
生が新学科に移行しました。また、1998年の学内組織改革に
より教養科に所属していた教員のうち、酒田和彦（酪農天然
物化学）、佐藤元昭（生物学）および山田弘司（教育心理学）
の３先生が酪農学科に分属となりました。さらに、過去10年
間では酪農学科の充実・発展期にご努力された先生方の多く
が退任されております。1993年に原田　勇、松井幸夫の２先
生、1994年に西埜　進先生、1997年に村山三郎先生、1998年
には平尾和義、楢崎　昇の２先生、1999年に酒田和彦先生、
2001年に堀内一男先生の８名であります。各先生ともお元気
にお過ごしであります。この他に家畜飼料学の安宅一夫先生
が短期大学部学長に就任されたことに伴い、2001年に短期大
学部へ移行しております。上記退任された先生方の後任とし
て、岡本英竜、松中照夫、干場信司、堂地　修、義平大樹、
小澤修二および佐藤和夫の８名の先生方が加わり、酪農学科
の教育研究理念と目標を達成すべく共に努力しているところ
であります。

農業経済学科長

村岡　範男

転出・退任された
教員の近況

校友会の皆様にはご健勝にてご活躍のこ
ととお喜び申し上げます。酪農学部第３番
目の学科として設置された獣医学科は2002

年３月に、酪農学部獣医学科として最後の卒業生・第33期生
を、同時に獣医学部獣医学科第１期生を送り出しました。
1964年に設置され38年が経過しようとしておりますが、この
間獣医学科は目覚ましい進展を遂げてまいりました。1968年
に第１期生を送り出した時、学生定員は40名、僅か６教室
（講座）で教員は14名でした。1975年には学生定員が120名と
なり、この学年が卒業した時には10教室、教員26名と充実が
図られました。その後、修士積上げ方式を経て獣医学教育が
６年制へと移行し、さらに教養科が廃止され教養系教員が学
部に配置されたこともあり、現在では家畜病院を含め20教室、
３研究室（Biomedical English、哲学、化学）で教員50名を
擁するまでに発展いたしました。しかし、大学基準協会は日
本の獣医学教育の国際対応を踏まえ「専任教員数は、学生入
学定員数60名までの場合72名以上とする」、また「獣医教育
病院の面積は入学定員が60名までの場合5,000㎡を下回らない
ものとする」と改定いたしました。38年間で大変貌を遂げた
獣医学科ですが、もうしばらく充実発展の時代が続きそうで
す。この間、臨床教育面では産業動物獣医師を養成する教育
が中心でしたが、時代の要請を反映し小動物獣医師を養成す
る教育の充実も図られてまいりました。家畜病院の診療頭数
は全国１位で大動物の診療頭数が群を抜いて他大学より多い
のはもちろんですが、小動物の診療頭数も全国４位という実
績を挙げております。近年、我が国の獣医臨床教育は小動物
に重点が置かれる傾向が強まっておりますが、本学は安全な
食料の安定供給に貢献できる獣医師を養成するという創設の
理念を守りながら、バランスのとれた獣医学教育を実践する
大学として発展して行く所存です。校友会皆様の益々のご発
展をお祈り申し上げますと共に、本学科に対するより一層の
ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

獣医学科長

加藤　清雄

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

岐阜県立加茂農林高等学校

石井　華子

逆境が次の新しいチャンスに

大学４年目の７月に地元岐阜県の冠婚葬
祭企業「岐裳会」から内定の通知を受けま
した。私は「平安閣ラ・マーレ」の採用で、

ウエデイングプランナーとして教育を受け、来館されたお客
様の対応、電話応対、発注、更に結婚式のテーブルのセッテ
イングからウエートレスや巫女、音響、照明まであらゆる仕
事をし、葬祭部の方も手伝いに行っていました。しかし、興
味があって進んだ道でしたが現実は自分に余裕が無くなり、
よく悩みました。
酪農学園大学を卒業して９ヶ月私は現在母校の農業高校に

勤めています。私の主な仕事内容は生物工学科の授業や実験、

５月25日（土）野幌町あおいビルで出席者19、委任状32により開催された。石田校友会会長を議長に選出し、以下の議案について慎重に審

議が行われた。第１号議案；2001年度事業報告、収支決算、第２号議案；環境システム学部２学科増に伴う2002年度事務局体制、第３号議

案；2002年度連合同窓会負担金の改定、第４号議案；学園70周年に伴う連合同窓会記念事業の支援、第５号議案；2002年度事業計画（案）、

収支予算（案）、その他である。閉会後出席者全員で懇親会を持ち、和やかな中で終了した。

会　計　報　告 2001年度決算および2002年度予算について、下記のとおり承認された。

2002年度酪農学園大学同窓会校友会理事・代議員会報告

一般会計報告（単位：円）
収　入
項 目

前 年 度 繰 越

分 担 金

利 息

助 成 金 等

ホームカミングデイ助成

雑 収 入

合 計

2001年度決算

9,270,509

2,901,000

436

10,000

0

26,040

12,207,985

2002年度予算

10,172,387

2,910,000

10,000

10,000

0

0

13,102,387

970名×3,000

定期・普通預金利息

食品加工・販売実習などです。しかし私には生物工学に関す
る知識が全くと言っていいほど無いので、私も一緒に勉強す
るつもりで勤め、生徒や先生方とすぐうち解けて、毎日楽し
く充実した日々を過ごしています。大学生活の４年間はあっ
という間でした。私達は環境システム学部の一期生で、形も
何もない状態から先生方も大変苦労なさり、私達も学部や学
科の先輩がいないという事で、たくさんの不安を抱えていま
した。しかし、逆に何もない状態だからこそ、先生方も私達
にチャンスを与えてくださり、何もかも私達で自由に考え創
造してきました。ゼミでの研究テーマ、アドバイザーでの活
動、環境関連の新しいサークルを立ち上げる等、様々なこと
に挑戦するチャンスがたくさんあり、視野もかなり広がりま
した。私はこの４年間があったからこそ、今こうして新しい
チャンスをつかみ充実した毎日が送れているのだと思いま
す。そしてたった数ヶ月ですが、ウエデイングプランナーと
して時間や仕事以外の事を考えないで働いていたことも、今
は私の励みになっています。

（地域環境学科１期、2001年度卒）

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

項 目

名 簿 申 込 費

雑 収 入

前 年 度 繰 越

合 計

2001年度実績

1,553,238

40

1,226,500

2,779,778

普通預金利息

支　出
項 目

郵 送 料

印 刷 費

消 耗 品 費

雑 費

一般会計への繰入

合 計

2001年度実績

136,545

2,641,275

1,218

700

40

2,779,778

MO代

振込手数料

普通預金利息

支　出
項 目

会議費（理事・代議員会）

連合同窓会（負担金）

連合同窓会事業支援費

在学生関係

会 報 関 係

コンピュータ費

業務委託料

電 話 料 金

消 耗 品 費

慶 弔 費

交 通 費

合 計

2001年度決算

88,750

452,372

100,000

188,640

0

1,019,996

42,836

99,164

0

43,840

2,035,598

2002年度予算

100,000

640,000

1,500,000

150,000

200,000

100,000

1,200,000

50,000

100,000

50,000

50,000

4,140,000

70周年事業支援

白樺祭支援

印刷代
事
業
費

事
務
局

収支差額
2001年度実績

10,172,387

2002年度予算

8,962,387

収支差額
2001年度実績

0

特別会計報告（単位：円）
収　入

校友会会報の編集を担当して２年目になりますが、卒業生が楽

しみとなるような会報にしたいと努力しておりますので、皆様か

らのご意見、ご要望を編集委員会へお寄せ下さい。

９号では皆さんの要望により学科情報、転出・退任された先生

の情報なども体裁致しました。将来は内容の充実の為に学園だよ

りと一体で編集する準備を進めております。（Ｋ．Ｋ）

編 集 後 記
会　　長　石田貞夫（酪農１）
副 会 長　野村　武（獣医１）・木村栄之進（農経５）
事務局長　川上克己（酪農４）、他理事、代議員、監事

酪農学科　野　英二、農業経済学科　加藤　浩、
獣医学科　及川　伸、食品科学科　岩崎　智仁、
食品流通学科　西田　智、地域環境学科　加藤　勲、
経営環境学科　中原准一

2002年度各学科同窓会事務局長

2002年度校友会役員

酪農学科の発展と
教員の動き

酪農学科長　

小山　久一

まだ続く獣医学科
発展の歴史
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酪農学科を卒業して7ヶ月が経とうとして
いる。4年間の学生時代は、家の酪農が忙し
いため家事や搾乳などをぼちぼち手伝って
いた。その頃は責任感もなく仕方なく仕事を

こなすといった感じで、友人や研究室の仲間との時間の方が
大切であった。毎日大学へ行く事がわたしにとってかけがえ
のない時間であり、多くの事を学べる場だった。
わたしは、実家を継ぐという気持ちを抱いて入学したもの

の、「果して酪農は私に向いているのか？本当にやりたい仕
事なのか？酪農の魅力はいったいなんだろう？」といった気
持ちや不安があった。講義や研究室で学んだ事や、先生や先
輩や友人などの多くの出会いや話を通じて、両親が苦労して
築き上げてきた酪農の魅力に気づいた。そして、「わたしは牛
が好きで、この北海道の江別で酪農がやりたい!!」と心から思
うようになった。我が家の厳しい経営状況や人手不足といった
現実も踏まえた上で、そういった強い意思が沸いてきた。また
きれい事かもしれないが、早く両親を楽にさせてあげたいとい
う気持ちもあった。
河野牧場はフリーストール牛舎で、経産牛100頭、育成牛

85頭飼養しており、約50haの飼料畑を利用しデントコーンと
牧草を作っている。家族経営なので、忙しい時などはアルバ
イトやパートさんを利用してなんとかやってきた。今年から、
両親に加えてわたしも一緒に毎日の仕事をしている。担当し
ている仕事は搾乳、哺乳、子牛の管理全般である。だから昨
年に比べて少しでも家族にゆとりが生まれるかと思っていた
が、そう簡単にはいかず毎晩夜遅くまで牛舎作業に時間がか
かる。仕事に追われ、遊ぶ暇も無く、家族にはゆとりも無い
がそれでも自分で決めた道は間違っていなかったと思える。
それに、仕事に対してやりがいを感じている。今もこれからもい
ろんな意味で辛い事がたくさんあると思うが、それ以上に楽しい
事や良い事もたくさんあると思う。
今年は両親がやってきた土作り、草作りが実を結び、全国

草地畜産コンクールで賞を頂いた。また、地域の先輩方に助
けられて河野牧場初の全道共進会に出陳する事ができた。二
つの出来事は、多くの出会いをもたらし、多くを学び、そし
て酪農を継ぎたいという気持ちに改めて希望を持てるように
なった。これからも夢のある酪農を、両親に支えられながら
謙虚な気持ちで頑張っていきたい。

（酪農学科39期、2001年度卒）

江別市篠津　酪農自営

河野　　愛

酪農人生スタート!!

酪農学園大学を卒業して18年がたちまし
た。よく、畑違いの職業につきましたねと
いわれましたが私の実家は父が雪印、兄が

雪印食品で当時の私は日本の食糧問題や酪農にも当初は熱い
思いで大学生活を送っていました。高校・大学と順調に進ん
できた中で大学３年の時留年したことが当時の私の中で始め
て自分自身の将来を不安をもってじっくり考えることが出来
た貴重な一年であったような気がします。現在の会社に就職
することができ仕事・家庭・趣味の三つを大事にしながら多
忙な毎日を送りながら楽しく仕事をしています。昨年10月に
16年半勤務した北海道をはなれて大都会の東京勤務になりま
した。こちらは『狭い・高い・混んでいる』で北海道のよう
に『広い・安い・すいている』の正反対で離れてみるとやっ
ぱり北海道の良さをつくづく実感しました。
この一年間は雪印の問題や狂牛病など北海道や酪農学園は

大変だろうと思っていました。私のいる電機業界でもここ20
年近くの変化はすごいスピードです。入社当時はナビゲーシ
ョン・携帯電話・パソコン、映画007で架空の世界だった物
がすごいスピードで商品化・一般に普及していきました。時
代は『ドックイヤー』『スピードアップを！』『変化に対応』
と色々と言われてきましたが、雪印問題などを考えるとき学
生時代の酪農実習の体験や北海道の生活を振り返って酪農や
農業・食料生産など時代のスピードにあわせて良かったのか
と思いました。学生時代に奇遇にもソニーの井深さんが世界
で工業・農業分業を唱えて農業関係者とのトラブルがあり、
工業と農業を一緒にしてはいけないとみんなで力説していた
ことを思い出しました。キッチリとしたスタンスが農業には
必要だったんでしょうね。
学生のみなさんは中学・高校・大学と一気に駆け上がって

来たと思いますが、一気に駆け上がってきた人生に小休止し
て北海道のすばらしい自然の中で・大学の環境の中で自分の
将来を見つめて下さい。

（農業経済学科21期、1984年度卒）

ソニーマーケッテイング㈱　東京営業本部

酒本　　徹

大学時代に人生の小休止を

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

釧路地区NOSAI 浜中支所

高橋　俊彦
（本人は左）

人生の回数券を母校で

卒業して25年、実家が酪農家であっ
た為、何の迷いも無く、当然のように

大動物診療に進み現在に至っています。学生時代、間違い無
くただのコンパ要員だった自分は就職して５年は本当に必死
で勉強しなくてはいけませんでした。それでも何とか人並み
に仕事が出来るようになり、その後はすっかり趣味に生きる
ような人生になりました、当然それを後悔はしていませんが
…。しかし、定年を考えると、獣医師歴が丁度折り返し点で
あった、今から５～６年前、ふと「自分は獣医師なんだ、あ
と半分の獣医師人生このままでいいんだろうか？」と思うよ
うになりました、そこで学生時代、教室助手で兄貴のような
存在であった、現大動物臨床センター小岩教授のところに、
「自分を見つめ直すのに、自主研修がしたいので行ってい
い？」と連絡、すぐに快く「おいで」との返事。その後たっ
た10日間の自主研修に…、久しぶりの大学は見るものすべて
が新鮮で、先生や研修医、元気な学生達に教えられる事がた

くさん有りました、「やっぱり来て良かった」、見えない何か
が自分の中で生まれ、それから少しずつ、獣医師としての違
う自分が芽生えて来ました。
とても遅い卒後教育でしたが…。幾つになっても学ぶ事は

山ほど有り、まして日々進歩している獣医学ですから当然で
す。現在、こんな自分にまた勉強をさせてくれるチャンスを
くれた母校の関係者に感謝するとともに、学生時代、出来の
悪かった自分にも本当に優しい暖かい母校がある事に、誇り
を持ちます。そして、研修中毎朝、おにぎりを作って運んで
くれた同級生、竹花教授夫婦がいた事も忘れられない感動で
した。
「人生には色々な回数券があって、少しずつ使うんだ、勉

強の回数券、遊びの回数券…」と、ある同級生が言っていま
した、自分のように勉強の回数券がたくさん残っていると思
う人は、一度母校を訪問する
のもいいかもしれませんよ。
そして、酪農学園はいつま

でも「頭で考える前に、体が
動く」この校風を忘れないで、
現場に強い獣医師を送り出し
てくれる事を希望します。
（獣医学科11期、1977年度卒）

大学を卒業して４年も立つなんて、月日
の流れるのは本当に早いものだと感じてお
ります。食品科学科の同期のみなさん、研

究室や部活でお世話になった先輩方、卒業してからもいろい
ろと相談にのって頂いている先生方、お元気でしょうか。今
でもふと大学時代を思い出します。特に、研究室でのことが
懐かしく思います。中村先生に怒られながらも遅くまで残っ
ては、同期とコーヒーを飲みながら話していたあの頃・・・。
つい昨日のような感じがします。楽しかったなぁと思う反面、
もっと勉強しておけばよかったなぁと反省したりもします。
現在私は農業教員として、北海道遠別農業高等学校の教壇に
立っています。本校は留萌管内唯一の農業高校であり、遠別
町唯一の高校です。全校生徒は74名と少なく、とてもほのぼ
のとした学校です。私が担当しているのは食品科学コースで、
食品製造・食品化学・応用微生物といった“食”に関する授
業を行っています。私が遠別農業高校に赴任して３年が過ぎ
ようとしています。本校の赴任当初は右も左もわからず、毎
日がむしゃらに過ごしていたように思います。私が教員とい
う職を選んだ理由は、大学で感じた「食の大切さ」を、未来
を支える子供たちに伝えていきたいと思ったからです。３年
間いろいろな授業をしてきましたが、ほんの少ししか伝えら
れていないのが現状です。生徒たちに教えるよりも、生徒た
ちから教えられることのほうが多いかもしれません。日々成
長していく生徒たちを見て、自分もまだまだ経験をつまなけ
ればならないなと思います。たまに、「自分は教員をやって
いて良いのだろうか」と悩むこともありますが、生徒たちの
笑顔を見ると「教員をやっていてよかった」と実感します。
大学で過ごした４年間、本当に楽しく充実した時間でした。

あの頃があったからこそ、今辛いながらも頑張れるのだと思
います。これからも、生徒たちに「食の大切さ」を伝えてい
きたいです。

（食品科学科８期、1998年度卒）

北海道遠別農業高等学校教諭

佐藤　麻美

食の大切さを伝えたい

さて、私が酪農学園大学（食品流通学科）
を卒業してから、早いもので４年が過ぎて
しまいました。４年といえばちょうど在学

していた年数と同じなのですが、在学中よりも時の経つのが
早い気がしています。
この４年の間、何をしてきたのでしょうね？あらためて考

えてみても、これといった出来事も無く、ただダラダラと時
間が過ぎてしまっているような気がします。
卒業されて、自分のやりたい仕事、得意分野での仕事に就

かれている人もたくさんいるのだろうと思います。しかし私
は、在学中の間でこれといった目標（やりたいこと）を見つ
けられませんでした。
現在の仕事は、卒業後から変ってないのですが、これもま

た、自分の希望した職種かと聞かれると悩むところです。結
果から見れば、会社は東証一部上場企業であり、誰もが知っ
ている大手グループの会社であり、そのグループの中でも業
績は良い方であり・・・。
じゃあ不満があるか？と聞かれると、民間のサラリーマン

ですから、いろんな不満はありますが・・・。ただなんとな
く、採用が決まって、ただなんとなく、ここまで働いてき
て・・・。けれど、やはり「自分のやってみたい仕事って何
かないのかな？」と考えることが多くなったような気がします。
もしかすると、気付いている方もいらっしゃるかもしれま

せんが、高校・大学・職業と、それぞれの成績、業績を照ら
し合わせてみると、意外に「比例しない」ような気がします。
ようするに、「勉強ができるから」ということではなく、「や
る気」があれば自分の最大限の能力を引き出すことができる
と、私は考えています。
「本当に自分のやりたい事探し」。これからでも、遅くな

いのかな？と思う今日この頃です。皆さんは「やりたい事」
ありますか？

（食品流通学科１期、1997年度卒）

㈱東急コミュニティー

本間　大介

自分の「やりたい事」探し

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

㈱アイワード

高橋　輝行

社会人として働くこと

酪農学園を卒業して社会人として新しい
環境の中で必死に働き出して約半年が経ち
ました。この半年間の中で今までの学生の

私ではわからなかった事、わかったつもりになっていたこと
が現実に体験し、認識する事ができ、今でも毎日に新しい発
見があります。
私が１番驚いたのは、社会人に新入社員もベテランも関係

ないということです。新入社員だからしょうがないという類
の甘えが一切通用しません。私は営業として会社に入ったわ
けですが、お客様にしてみればその業界のプロとして来てい
る人間という認識をされます。当然新入社員もベテランも関
係ありません。私のミスは「新入社員でわからなかったから
しょうがない」というのではなく、会社のミス、会社の信用
問題になってしまいます。
私の会社は印刷業ですから、１文字のミスが私の会社の信

用はもとよりお客様の信用をも失ってしまうことになってし

まいますから、その点
に関しては特にシビア
に見られます。
印刷業というのはお

客様が特定されない業
種です。民間企業、官
公庁、学校、病院、個
人となんでもアリで
す。そして当然お客様
によって営業のかけ方
も異なります。苦労も
多いですが、その分多
くの業界を知る楽しみ、多くの人に遭う楽しみがあり、やり
がいがあります。経営環境学科で学んだ多くのことを、今１
つ１つ実際に体験することで、より深い理解をすることがで
きています。これは経営環境学科が実際に就職してからのこ
とを想定したカリキュラムを組んでいたからに他なりませ
ん。これからも今まで以上に実習など体験できる学習、具体
的に先の見える講義がどんどん増えることを期待し、私も後
輩たちに負けないよう、１日も早く１人前の営業マンになり
ます。

（経営環境学科１期　2001年度卒）


